
IIl.研究活動

I.研究部門及び附属施設

進化系統研究部門

進化形態分野

演田穣 (教授),毛利俊雄 (助教),団松姓 (助教),

早川清治 (技術職員),山本亜由美 (数珠補佐Ll),

権田絵里 (大学院生)

<研究概要>

A)インドシナ半島,バングラデシュ,およびインドに

分布するマカクの系統地理学的研究

抗田柄,川本芳 (典団迫伝分野,ゲノム多様性分野)

ベ トナム･ラオス･カンボジア･タイ･ミャンマー ･

バングラデシュ･インドで,各国研究者との共同研究体

制のもとに,巡回間取り･観察調査によるマカクの分

布 ･生息実態データとサンプルの収集を行った.ベ トナ

ムではサイゴン動植物図･高原大学との共同で,コンソ

ン諸 島 で の カ ニ クイ ザ ル (Macacafasct'cularL-5

cofldorensL'S)と,中央高原地域での調査を行った.カン

ボジアではプノンペン大学理学部,および大井徹 (森林

総研)との共同研究で,マカクの分布と生息実態の概要

調査を,東北地方 (ラッタナキリ県)･南西地方 (カル

ダモン山地など),および中部 (シェムリアップ県)で

行った.ラオスではナショナル大学と共同で,中西部の

ヴィェンチャン県と南部のサバンナケット県以南でマ

カタの分布と生息実態の調査を行い,マカクの生態学的

機み分け (アッサムモンキー,ブタオザル,ベニガオザ

ル,アカゲザルの間),および分布境界 (アカゲザルと

カニクイザル)についての情報を収集した.タイでは東

部と南部でのマカクの分布と生息実態の調査を行い,ブ

タオザル,カニクイザルの分布情報を収集した.べニガ

オザルは東部地域では,分布していないか,一部地域に

限定されているようである.ミャンマーでは,ヤンゴン

大学動物学科との共同で,ヤカイン地方,カイン,モン

地方,およびタニンサリ一桁半分の地域でマカクの分布

と生息実態の調査を行った.ヤカイン地方ではブタオザ

ルとカニクイザルが線描部でL.rti越し,山地部ではべニガ

オザル,アカゲザルとアッサムモンキーも多く見られる.

カイン･モン･タニンサリーではアッサムモンキーとア

カゲザルは確認されていない.バングラデシュではジャ

ハンギルナガール大学とダッカ大学動物学科との共同

でマカクの分布状態をほぼ確定した.カニクイザルは東

南地域のいくつかのマングローブ林に集団がいたが,覗
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荏,充南端のテクナフ河流域のマングローブ林に一昨だ

けが確認されている.アカゲザルとブタオザルが卓越 し,

アッサムモンキーとベニガオザルはチッタゴン管区と

シレット･T区の一部森林に限定的に分布 していると維

糾される.インドでは南部のバンディプール国立公園で

ボンネットモンキーを硯離した.以上の国々で得られた

DNA㌍料を分析し,予仰的に系統解析を行った.

B)ニホンザルとチンパンジーの成長 ･加齢変化

抗田柄,鈴木樹理 (人籾iLR化モデル研究センター)

ニホンザル4頭とチンパンジー (未成熟個体3頭と

オ トナ数頭)について,身体咋齢変化調査を継続すると

ともに,年齢変化におよぼす社会的膨轡を検討した.ニ

ホンザルは4-6頭のグループ ･ケージ飼TFであり,思春

期にはオスの間の順位確認にもとづく交渉が平明とな

り,下位個体は社会的ストレスを受け,下桐や食物摂取

の少ないことなどによって,成長 ･成熟-の3;16幣が強く

なる.血縁者のいないことが,このようなス トレスを大

きくしていると推測される.未成熟チンパンジーの3頭

は性成熟を迎え,体組成的に雌雄差が顕著になりつつあ

る.

C)タイワンザルとニホンザル,アカゲザルとニホンザ

ルの交雑個体の形態学的検討

演田稀,毛利俊雄,図松投,LIJ本荘thX7,川本芳 (集団

迫伝分野,ゲノム多様性分野)

アカゲザル,タイワンザル,ニホンザルはそれぞれ

に近縁であり,交雑子孫は稔性がある(維柿強勢は不明).

和歌山県では施設から逃げだしたタイワンザルと,地域

のニホンザルが,千葉県房総地方では出所不明のアカゲ

ザルと地域のニホンザルが,それぞれ交推し,生息環境

に適応して,個体数を増している.これらの外来種と固

有種の関の交雑個体は,各自治体によって駆除されてい

るが,それらについて計測･観察するとともに標本化し,

形憶学的検討を行っている.タイワンザル ･ニホンザル

交雑個体の歯牙サイズの解析を行った.タイワンザルは

ニホンザルに比べて,犬歯 ･小臼歯部が相対的に大きい

が,大臼歯が小さいというプロポーションを持つ.それ

らの交雑個体の歯列プロポーションは両者の中間であ

り,ミトコンドリアDNAなど遺伝的指標から狩られた

交雑度と関連性が認められる.また,交雑個体で,大臼

歯の歯冠形態 にひ じょうに珍 しい斜走隆線(crista

obliqua)や第 3大臼歯の欠的例が認められた.アカゲザ

ルとニホンザルの駆除が 2008年に開始され,駆除個体

の形態学的検討を 74所について行った.相対尾長の解



折から,さまざまな交雑度を持っているとしても,全個

体で尾は短く,もともとのアカゲザルは東グループ (中

国とその周辺地に分布)であること,尾長による交雑度

の推定は困難であることなどが示唆された.今後,これ

らの個体の体色分析,および標本化された骨格 ･歯牙の

観察 ･､計測で交雑現象のさらなる解明を行う.

D)霊長類の頭蓋学

毛利俊雄

加齢にともなう側頭筋の発達の性差をみるため,和

歌山県のタイワンザルとニホンザルの交雑群の頭蓋標

本について左右の側頭線の間隔を測定した.しかし,ア

ダル トのオス標本がすくなく,雌雄ともに歯の攻耗が進

んだ個体がいなかったため所期の目的を達成すること

はできなかった.ただし,個体数が比較的におおいアダ

ル ト･メスの比較では,環境を共有していても,タイワ

ンザルの迫伝子をおおくもつ個体は,ニホンザルの迫伝

子をおおくもつ個体にくらべ,頭骨がちいさくなり,側

頭筋の発達がつよくなる傾向が示唆された.

E)東アフリカ後期中新世霊長類化石に関する古生物学

的野外調査

団松盟

2008年 8月から9月にかけて,ケニヤ共和国北中

部にあるナカリ地域の上部中新統を対象に,化石採集 ･

発掘調査をおこなった.これまでに化石を産出した露頭

を確認して化石の表面採集をおこなったのち,大型頬人

猿化石を在出したNA39地点およびコロブス類の化石を

産出したNA60地点において発掘を実施して,後期中新

世の類人狼やオナガザル上科の霊長類化石を含む晴乳

類化石を採兆した.調査結果は,当時のナカリの霊長類

相が多様性に富んでいたという考えを補強するもので

あった.

IF)東アフリカ中期中新世の化石類人猿NaclJOlupL'thec〟S

などに関する研究

図松出

ケニヤ共和国北部の中期中新世の化石産地である

ナチ ョラ地域 か らは 日本隊に よって大型類人猿

Nacholaptlthecusの化石が大量に発見されている.これま

でに採免され,ケニヤ国立博物館に保管されている

Nacl10lapL'thecusの化石のうち,特に大量に発掘がお′こな

われたBGK産地のものを中心に,歯牙や顎骨の標本調

査をおこなった.他にもナチョラ出土の原猿類化石の同
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定作業もおこなった.

G)イラン北西部マラグ地域における古生物学的調査

団松豊

イラン北西部のマラゲ地域は以前より中新世の棚

乳類化石を産出することで知られている.30年ほど前

には,京都大学を中心とする調査隊もマラグ郊外の化石

産地で発掘調査をおこなったことがある.イスラム革命

以来,イランにおける古生物学研究は停滞していたが,

現在,フィンランド,フランス,中国,日本などの研究

者からなる国際共同研究グループが,マラゲ地域におけ

る化石発掘調査をはじめつつある.2008年は 5月にイ

ラン環境省の主催 した古生物学に関する国際シンポジ

ウムに参加し,同時にマラゲで実施された野外調査に加

わった.2008年の野外調査では,以前京大隊が発掘を

おこなった地域において予備的発掘がおこなわれた.

<研究業績>

原著論文

I) HamadaY,SuryobrotoB,GotoS,MalaivijitnondS

(2008)Arenorthem long-tailedmacaques(Macaca

fasct'culart'sfascL'cu/arL'S)hybrids with southem

rhesus macaques(M.mulatta)?:Morphologicaland

bodycolorvariationinThailong-tailedmacaques

distributedtothenorthandsouthortheIsthmusor

Kra.Int.J.Primato129(5):127111294.

2) Hanta良,RatanasthienB,KunimatsuY,SaegusaH,

NakayaH,NagaokaS,JintasakulP(2008)Anew

speciesofBothriodontinae,Merycopotamus

thachangensis(Cetartiodactyla,Anthracotheriidae)

fromtheLateMioceneofNakhonRatchasima,
NortheastemThailand.JoumalofVertebratc

Paleontology28(4):1182-I188･

3) KawashimaT,ThoringtonRWJr,KunimatsuY,

WhattonJF(2008)Systematicmorphologyand

evolutionaryanatomyortheautonomiccardiac

neⅣoussysteminthelesserapes,gibbons

(Hylobatidae).TheAnatomicalRecord291:939-959.

4) KuritaH,SugiyamaY,OhsawaH,HamadaY,

WatanabeT(2008)Populationdynamicsina

provisionedJapanesemacaquepopulationat

Takasakiyama-Changesindemographic

parametersinrelationtodecreaseofprovisioned

fbods.Intemat.∫.Primato129:1189_1202.

5) KikuchiY,HamadaY(2009)Geometriccharacters

oftheradiusandtibiainMacacamu/attaand

MacacafascE'cu/ants.Primates50:I69-I83.

6) MalaivijitnondS,HamadaY(2009)Current



SittlationandStatusorLong-tailedMacaques

(MacacafascL'clIlaris)inThailand,NaturalHistory

JoumaloftheChulalongkomUniversity8:185-204.

報告

1) 堺田積,毛利俊雄,閥松盟,茶谷煎,山本亜由美,

後藤俊二,川本91=(2008)和歌山県におけるタイ

ワンザルとニホンザル交雑に関する形態学的検

討 I:尾長 ･FB椎骨と交雑皮の関係.｢生物多様

性-の移入秤の形甥 :和歌山のタイワンザル交

雑群に関する総合研究｣平成 16年度～平成 19

年度科学研究rr補助金 (基盤研究(B))研究成果

報告杏 p.9139.

2) 国松虫,山本亜由美 (2008)和歌山交雑タイワン

ザルの歯牙形態. ｢生物多様性-の移入種の影 ,

響 :和歌山のタイワンザル交雑群に関する総合

研究｣平成 16年度-平成 19年度科学研究費補

助金 (基盤研究(B))研究成果印告番 p.51-76.

3) 毛利俊雄,堺田積,団松盟,山本亜由美,茶谷煎,

川本芳 (2008)和歌山交雑ザル (Macacacyclopis

xM.fusca(a)の側頭線.｢生物多様性-の移入種

の影響 :和歌山のタイワンザル交雑群に関する

総合研究｣平成 16年度一平成 19年度科学研究

資補助金 (基盤研究(B))研究成果報告書 p.41-49.

著書 (単著)

1) CangDN,EndoH,SonNT;OshidaT,Can九LX,

PhuongDH,LundeD,KawadaS,HayashidaA,

SasakiM.(2008)ChecklistorWildMammalSpecies

orVietnam.p.400Shoukadoh,Kyoto.

著書 (分担執筆)

1) 堺田穣 (2008)身体成長と加齢-ニホンザル.｢日

本の噛乳類学 2中大型晴乳類 ･霊長類｣ (高槻

成紀,山極寿一編)p.53-75東京大学出版会.

その他の執筆

1) 堺田穣 (2009)巻頭言 24(特典号):p.1791180誌を

長野i研究.

学会発表

1) EgiN,TsubamotoT,NakayaH,KunimatsuY,Takai

M(2008)CamivoresfromthePondaung(Myanmar)

andKrabi(Thailand)faunas:Changeoftaxonomic

diversityintheMiddletoLateEoceneorSoutheast

Asia.Society ofVertebrate Paleontology 68th

AnnualMeeting(2008/10,Cleveland,Ohio,USA.).

2), GondaE,LestariDK,SuryobrotoB,HamadaY,

KatayamaK (2008)Somatometricstudyforbody
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androotamongAsia-Pacificislanders.一第 62回日本

人琉学会大会 (2008/ll,名古屋).

3) Hamada Y Hayakawa S, Suzuki ∫ (2008)

LongitudinalGrowthStudyonnon-humanPrimates.

第 62回日本人糊学会大会 (2008/ll,名古屋).

4) HamadaY,MaruhashiT,GumertM,Malaivijitnond

S(2008)Whataretheydoing?Locomotionand

Object Manipulation performed by macaques.

Post-Congress Symposium or lntemational

PrimatologicalSociety 2008Congress(2008/08,
Durham,England).

5) HamadaY,MouriT,KunimatsuY,YamamotoA,

Kawamoto Y (2008) Have Hybridization and

lntrogression inlluenced on the Evolution or

Macaques?.節 62回日本人析学会大会 (2008/ll,

名古屋).

6) LippsAN,AgarwalSC,BeauchesneP,HamadaY

(2008)CorticalBoneRemodelingandTrabecular

Architecture in Japanese Macaques with

DegenerativeJointDisease.Annualmeetingofthe

Amer.Assoc.PhysicalAnthropologists(2008/04,
Columbus,Ohio,USA).

7) NakayaH,FukuchiA,UnoK,KunimatsuY,

NakatsukasaM(2008)LateMiocene

paleoenvironmentalchangeorhominoidevolutionin

sub-SaharanAfrica:MesowcaranalysisofHL'ppart'on

(Equidae,Perissodactyla)cheekteethfromKenya.

SocietyofVertebratePateontoIogy68thAnnual

Meeting(2008/10,Cleve一and,Ohio,USA.).
8) SakaiT,Mikami A,Nishimum T,MatsuzawaT,

TomonagaM,TanakaM,HamadaY,SuzukiJ,

MiyabeT;MatsubayashiK,KatoA,GotoS,MiwaT;

MatsuiM(2008)Developmentoftheprerrontalarea

inchimpanzees.IntemationalPrimatologicalSociety

2008Congress(2008/08,Edinburgh,Scotland).

9) SakaillMikamiA,NishimuraT,Tbyodaド,

MatsuzawaT,TomonagaM,TanakaM,HamadaY,

Suzuki∫,MiyabeT (2008)Maturation orthe

amygda]ainchimpanzees.The2ndIntematiohal

Symposium oftheGlobalCOEProject(2008/ll,
Kyoto).

10) SuchindaM,HamadaY(2008)Currentsituationand

statusoflong-taiIedmacaques(MacacafascL'cularL'S)

inThailand:drasticchangeinhabitatenvironment

andmanagementphilosophyandpolicy.

IntemationalPrimatologicalSociety2008Congress

(2008/08,Edinburgh,Scotland).

ll)UnoKT,ThureEC,NakayaH,NakatsukasaM,

Kunimatsu Y (2008)Stablecarbonandoxygen

isotoperatiosoffossiltoothenamelfromtheNakali

andtheSambumHills,Kenya:CapturingtheC3-C4



transitioninEastAfricanequiddietat～9.7Ma.

Society ofVertebratePaleontology68thArLnual

Meeting(2008/10,Cleveland,Ohio,USA.).

12)HamadaY(2009)Distributionandpresentstatusor

PrimatesinLaos.SecondlntemationalSymposium

onSoutheastAsianPrimateResearch "Biodiversity

S山dyorPrimatesinLaos" (2009/01,Vientiane,

Laos).

13)HamadaY;Morimitsu Y (2009)Diversity and

conseⅣation studiesin Lao PDR:Nextstep.

DistributionandpresentstatusorPrimatesinLaos.

SecondlntemationalSymposiumonSoutheastAsian

PrimateResearch "BiodiversityStudyorPrimates

inLaos" (2009/01,Vientiane,Laos).

14)NakatsukasaM,lkarashiT,ShimizuD,TeafordMF,

UngarPS,KunimatsuY (2009)Adaptationsor

MicTVCOlobusdiscoveredfromNakali,Kenya.78th

AmualMeetingoftheAmericanAssociationor

PhysicalAnthropologists (2009/03-04,Chicago,
USA).

15)塔田穣 (2008)ヒトの成長 ･加齢パターンの進

化.第 10回日本進化学会大会 (2008/08,東京).

16)潰田稜,毛利俊雄,囲松豊,山本亜由美,川本芳,

MalaivijitnondS(2008)マカクにおける雑種形成

の進化における意味.第 62回日本人類学会大会

(2008/ll,名古屋).

17)依田稜,NarayanSharma,AnindyaShinha(2008)

イン ド東北地方におけるマカクの分布 ･生息状

況(予報).日本霊長類学会第24回大会 (2008/07,

東京).

18) 団松豊,中務真人,山本亜由美,清水大輔,仲谷

英夫,酒井哲弥,沢田順弘 (2008)ケニヤ共和国

ナカリ出土の旧世界ザル化石.アフリカ学会第

45回学術大会 (2008/05,京都).

19) 中務真人,囲松豊,仲谷英夫,酒井哲弥,沢田順

弘 (2008)ケニア,ナカリ出土のマイクロコロブ

ス骨格.第 24回日本霊長類学会大会 (2008/07,

東京).

20) 中務真人,図松豊,消水大輔,五十嵐健行,仲谷

英夫,酒井哲弥,沢田順弘 (2008)ケニア,ナカ

リ地域における 2007-2008年度の発掘成果.第

62回日本人類学会大会 (2008/ll,名古屋).

21)酒井朋子,三上章允,西村剛,豊田浩士,松沢哲

郎,友永雅己,田中正之,溝田積,鈴木樹理,宮

部貴子 (2008)チンパンジー乳幼児の扇桃体の

発達.第 62回日本人類学会大会 (2008/ll,名古

屋).
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22) 囲松豊 (2009)アフリカの環境変動とナカリ出

土の類人猿化石.ホミニゼ-ション研究会 ｢ヒト

の起源:共通祖先の形と暮らしを探る｣(2009/03,

犬山).

23) 囲松豊 (2009)化石霊長類から見たヒト-の逃

化.第 114回日本解剖学会総会 ･全国学術姑会

(2009/03,岡山).


